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(57)【要約】
　同じ場所にある無線機器のためのＷＬＡＮアクセス技
術とＢｌｕｅｔｏｏｔｈアクセス技術との間の同時使用
を効果的かつ効率的に調停する装置及び方法が開示され
る。状態レベル・アービタは、無線トランシーバユニッ
トのＷＬＡＮモジュール及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュ
ールの状態パラメータと関連パラメータとを決定する。
状態レベル・アービタは、何れのアクセス技術（ＷＬＡ
Ｎ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）又はこれらアクセス技
術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）の組み合わ
せが特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及びＷＬＡＮ状態に
対して所定の時点に無線伝送のための最良の並列性能を
もたらすことになるかを決定するため、状態パラメータ
と関連パラメータとを使用する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無線ローカ
ル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間の使用を調停する方法であって
、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定することと、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの間で調
停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内部で決
定することと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール又は前記ＷＬＡＮモジュールが所定の時点により優
れた並列性能をもたらすかどうかを決定することと、
の各ステップを備える方法。
【請求項２】
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択することであって、前記選択されたモ
ジュールが所定の時点により優れた並列性能をもたらす、選択することと、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが所定の
時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定
することのステップをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールと、（３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬ
ＡＮモジュールの組み合わせとのうちの１つを選択することであって、前記選択されたモ
ジュールと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並列性能
をもたらす、選択することと、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多重化（ＴＤＭ）手法とのうちの
一方を選択するため前記状態レベル・アービタを利用することであって、前記選択された
手法が所定の時点により優れた並列性能をもたらす、利用することと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信することと、
　ダイバーシティアンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信することと、
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の各ステップをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記プログラマブルダイプレクサを前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結することと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御することと、
の各ステップをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無線ローカ
ル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停する装置であって
、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設ける手段と
、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設ける
手段と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定する手段と、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの間で調
停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内部で決
定する手段と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール又は前記ＷＬＡＮモジュールが所定の時点により優
れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定する手段と、
を備える装置。
【請求項９】
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択する手段であって、前記選択されたモ
ジュールは所定の時点に前記より優れた並列性能をもたらす、手段と、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行する手段と、
をさらに備える請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが所定の
時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定
する手段をさらに備える請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールと、（３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬ
ＡＮモジュールの組み合わせとのうちの１つを選択する手段であって、前記選択されたモ
ジュールと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並列性能
をもたらす、手段と、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行する手段と、
をさらに備える請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
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　（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多重化（ＴＤＭ）手法とのうちの
一方を選択するため前記状態レベル・アービタを利用する手段であって、前記選択された
手法が所定の時点により優れた並列性能をもたらす、手段と、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行する手段と、
をさらに備える請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記無線トランシーバユニットに連結されている主アンテナと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信する手段と、
　前記無線トランシーバユニットに連結されているダイバーシティアンテナと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信する手段と、
をさらに備える請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記無線トランシーバユニットに連結されている主アンテナと、
　前記無線トランシーバの内部にあり、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬ
ＡＮモジュールを備えるプログラマブルダイプレクサであって、前記プログラマブルダイ
プレクサは前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連結されている、プログラマ
ブルダイプレクサと、
　前記状態レベル・アービタで前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つの動作
を制御する手段と、
をさらに備える請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無線ローカ
ル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停するコンピュータ
・プログラム・プロダクトであって、
　前記コンピュータ・プログラム・プロダクトは、コンピュータ読み取り可能な媒体を備
え、
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　（ａ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールを制御し、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールを
制御する状態レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設けるコードと
、
　（ｂ）パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの
間で調停を行うパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設
けるコードと、
　（ｃ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメー
タと関連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定するコードと、
　（ｄ）パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの
間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内
部で決定するコードと、
　（ｅ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール又は前記ＷＬＡＮモジュールが所定の時点に
より優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定するコ
ードと、
を備える、コンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１６】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択するコードであって、前記選択された
モジュールが所定の時点に前記より優れた並列性能をもたらす、コードと、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行するコードと、
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をさらに備える、請求項１５に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１７】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　（ｄ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが
所定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部
で決定するコードをさらに備える、
請求項１５に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１８】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールと、（３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬ
ＡＮモジュールの組み合わせとのうちの１つを選択するコードであって、前記選択された
モジュールと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並列性
能をもたらす、コードと、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行するコードと、
をさらに備える、請求項１７に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１９】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタに、（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多
重化（ＴＤＭ）手法とのうちの一方を選択させるコードであって、前記選択された手法が
所定の時点により優れた並列性能をもたらす、コードと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行するコードと、
をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項２０】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　主アンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信するコードと、
　ダイバーシティアンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと
、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信するコードと、
をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項２１】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　主アンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部で動作させるコードと、
　前記プログラマブルダイプレクサが前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結されているとき、前記プログラマブルダイプレクサを動作させるコードと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御するコードと、
をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項２２】
　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無線ローカ
ル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停する方法であって
、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと
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、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設ける
ことと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定することと、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの間で調
停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内部で決
定することと、
　所定の１つ又は複数の選択規準に基づいて前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール、前記Ｗ
ＬＡＮモジュール、又は前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールと
の組み合わせにより構成される選択肢の中から選ぶことと、
の各ステップを備える方法。
【請求項２３】
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択することと、
　前記選択された１つ又は複数のモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及
び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行す
ることと、
の各ステップをさらに備える請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多重化（ＴＤＭ）手法とのうちの
一方を選択するため前記状態レベル・アービタを利用することと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信することと、
　ダイバーシティアンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信することと、
の各ステップをさらに備える請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記プログラマブルダイプレクサを前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結することと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御することと、
の各ステップをさらに備える請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無線ローカ
ル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停する装置であって
、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
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連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定するプロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモ
ジュールとの間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・
アービタの内部で決定することができ、
　前記プロセッサは、所定の１つ又は複数の選択規準に基づいて前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
モジュール、前記ＷＬＡＮモジュール、及び前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記Ｗ
ＬＡＮモジュールとの組み合わせの間で通信のための１台以上のモジュールを選択するこ
とができる、
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の参照
　本特許出願は、２００９年６月１６日付けで出願され、本特許出願の譲受人に譲渡され
、参照により本明細書に組み込まれた米国仮特許出願第６１／１８７５７３号を基礎とす
る優先権を主張する。
【０００２】
　本研究（work）は、一般に、無線通信システム、方法、コンピュータ・プログラム・プ
ロダクト、及び、機器に、より具体的には、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）（ＢＴ）及
び無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）の共存のための装置及び方法に関す
る。より詳細には、本研究は、動的デュアルアンテナ方式Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ及びＷＬＡ
Ｎ共存に関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの電気通信システムでは、通信ネットワークが空間的に離れた幾つかの相互作用要
素間でメッセージを交換するため使用される。様々な見地から分類される多くの種類のネ
ットワークが存在する。一実施例として、ネットワークの地理的範囲は、ワイド・エリア
、メトロポリタン・エリア、ローカル・エリア、又は、パーソナル・エリアに亘る可能性
があり、対応するネットワークは、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポ
リタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）
、又は、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）として設計されることになる。ネ
ットワークには、種々のネットワークノード及び機器を相互接続するため使用されるスイ
ッチング技術／ルーティング技術（例えば、回路スイッチング対パケットスイッチング）
、波形伝搬のために利用される物理媒体の種類（例えば、有線対無線）、又は、使用され
る通信プロトコルの組（例えば、インターネット・プロトコル・スィート、ＳＯＮＥＴ（
同期光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）など）の差異がある。
【０００４】
　通信ネットワークの１つの重要な特性は、ネットワークの構成要素間での電気信号の伝
送のための有線媒体又は無線媒体の選択である。有線ネットワークの場合、銅線、同軸ケ
ーブル、光ファイバケーブルなどのような有形的な物理媒体が離れた場所にメッセージト
ラフィックを伝達する誘導電磁波形を伝搬するため用いられる。有線ネットワークは、今
までの通信ネットワークの形式であり、固定したネットワーク要素の相互接続又は大量デ
ータ転送のため典型的に好まれる。例えば、光ファイバは、多くの場合に、大型ネットワ
ークハブ間の長距離に亘る非常に高スループットのトランスポートアプリケーション、例
えば、地球表面の大陸横断又は大陸間大量データトランスポートのための好ましい伝送媒
体である。
【０００５】
　これに対して、多くの場合に、ネットワーク要素が動的接続性を伴って移動可能である
とき、又は、ネットワークアーキテクチャが固定した接続形態ではなく、アドホックな接
続形態で形成される場合、無線ネットワークが好ましい。無線ネットワークは、ラジオ、
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マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域で電磁波を使用する非誘導伝搬モードで有形的
な物理媒体を用いる。無線ネットワークは、固定した有線ネットワークと比べてユーザ移
動性及び迅速な現場配備を容易にする別個の利点を有している。しかし、無線伝搬の使用
は、ネットワークユーザの間で重要な能動的資源管理と、両立できるスペクトル利用のた
めの高レベルの相互協調及び協働を必要とする。
【０００６】
　例えば、一般的な無線ネットワーク技術には、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（ＢＴ）及び無線ロ
ーカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）が含まれる。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ及びＷＬＡ
Ｎは、どちらも、機器への接続を行う無線通信プロトコルである。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ及
びＷＬＡＮは、同じ周波数帯域で動作する。
【０００７】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈは、ローカルコンポーネント間の有線相互接続の代替として、非常
に短距離に亘るパーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）を実施するため、典型的に
は半径数メートルのカバレッジエリアに対して、広く用いられる。一例としては、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈは、パーソナルコンピュータ、個人情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話機、無線
ヘッドセットなどを接続するため使用されることがある。また、ＷＬＡＮは、ＷｉＦｉ又
は、より一般的には、ＩＥＥＥ　８０２．１１無線プロトコルファミリのうちの一部のよ
うな広く用いられるネットワーキングプロトコルを用いて、近隣の機器を一体的に相互接
続するため使用されることがある。
【０００８】
　無線ネットワーク技術に関する１つの懸念は、これらの無線ネットワーク技術が多くの
場合に送信のために同じ周波数帯域を共有することである。従って、同一チャネル干渉が
積極的に管理されるべき問題である。例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステム及びＷＬＡＮ
システムはどちらもおよそ２．４ギガヘルツ（２．４ＧＨｚ）にある同じ無免許産業・科
学・医療用（ＩＳＭ）スペクトルバンドを使用することがある。一実施例では、モバイル
機器は、両方の無線技術にアクセスする費用効率の高い共通アンテナを共有することがあ
る。ＢＴ及びＷＬＡＮの同時動作に関するユーザ状況を支援するため、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）共存アルゴリズムが必要とされる。従って、同じ場所にある無線機器のためＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈアクセス技術とＷＬＡＮアクセス技術との間の使用を調停するため共存
アルゴリズムが必要とされる。
【０００９】
　一般的な無線実務では、パケット・トラフィック・アービトレーション（ＰＴＡ）が様
々なアクセス技術間での共存を実施するために使用される。一例としては、ＰＴＡは、無
線機器内のＢＴ電子チップとＷＬＡＮ電子チップとの間で２、３又は４個の有線インター
フェースを介して実装され得る。各アクセス技術は、チャネル要求のための選択的優先度
指標を用いて個別のパケットのためのチャネル要求を作成する。
【００１０】
　ＰＴＡは、両方のアクセス技術が同時にチャネル要求を争うときにどちらがアクセス権
を取得するかについて決定を行う。この仕組みは、送信トラフィックのための技術の間で
何らかの衝突を防止し得るが、受信トラフィック間の衝突を防止しない。衝突は、２個以
上のデータソースが同時に同じ媒体を介して送信を試みるときの対立である。受信トラフ
ィック衝突を防止するため、遠隔機器送信がプロトコルによって制御される。一例として
は、無線機器がＢＴマスタである場合、この無線機器は、ポーリングフレームを遠隔機器
へ送信すべきときを選択することによってＢＴ受信を制御できる。
【００１１】
　別の例としては、ＷＬＡＮプロトコルに従う機器は、典型的に、無線アクセスポイント
（ＡＰ）と通信するクライアントである。ＡＰ送信は、既存の電力節約運用・保護機能を
使用して制御されることがある。一例としては、これらの機能は、電力節約モードへ出入
りすることと、単一パケットを要求するため電力節約モードポールを送信することと、他
の送信を防止するためパケットを送信するために送信信号又はクリア信号を要求すること
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とを含む。既存の機器は、ＢＴリンクに関する情報を全く持つことなく、これらのＷＬＡ
Ｎ技術のうちの１つを使用することができる。
【００１２】
　同じ場所にある無線機器のためのＢｌｕｅｔｏｏｔｈアクセス技術とＷＬＡＮアクセス
技術との間の使用を効果的かつ効率的に調停する能力がある方法及び装置のための技術的
必要性が存在する。
【発明の概要】
【００１３】
　本研究は、同じ場所にある無線機器のためのＷＬＡＮアクセス技術とＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈアクセス技術との間の同時使用を効果的かつ効率的に調停する状態レベル・アービトレ
ーション方法を開示する。本研究は、無線トランシーバユニットのＷＬＡＮモジュール及
びＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールの状態パラメータと関連パラメータとを決定する状態レ
ベル・アービタをさらに開示する。状態レベル・アービタは、何れのアクセス技術（ＷＬ
ＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）、又は、アクセス技術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ）の組み合わせが特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及びＷＬＡＮ状態に対して所定
の時点に無線伝送のための最良の並列性能をもたらすことになるかを決定するため状態パ
ラメータと関連パラメータとを使用する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信（Ｔｘ）ユニットと、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ受信
（Ｒｘ）ユニットと、ＷＬＡＮ受信（Ｒｘ）ユニットと、ＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）ユニット
と、上記４台のユニットに選択的に連結され得る第１のアンテナと、を備える無線通信ト
ランシーバユニットの一部分の略図である。図１は、トランシーバユニットがＷＬＡＮダ
イバーシティ受信（ＤＲｘ）ユニットと、ＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）ユニット及びＷＬＡＮダ
イバーシティ受信（ＤＲｘ）ユニットに選択的に連結され得る第２のアンテナとをさらに
備えることを示す図である。
【図２】図２は、本研究の原理によるＷＬＡＮモジュールと、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュ
ールと、状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）と、を備える無線通信トランシーバの一部分の
略図である。
【図３】図３は、ＷＬＡＮモジュールとＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールとの両方を備える
トランシーバユニットにおいて状態レベル・アービトレーションを実行する本研究の方法
の有利な実施形態のステップを示すフローチャートである。
【図４】図４は、本研究の状態レベル・アービトレーション・アルゴリズムの要素を示す
第１の概略図である。
【図５】図５は、本研究の状態レベル・アービトレーション・アルゴリズムの要素を示す
第２の概略図である。
【図６】図６は、シングルアンテナが使用される無線周波数（ＲＦ）アイソレーションを
提供する本研究の原理によるプログラマブルダイプレクサの略図である。
【図７】図７は、シングルアンテナが使用される無線周波数（ＲＦ）アイソレーションを
提供する本研究の原理による別のプログラマブルダイプレクサの略図である。
【図８】図８は、本研究の原理が組み込まれることがある通信システムを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本研究の無線通信システムの種々の態様が添付図面に、一実施例として、限定のためで
はなく示される。
【００１６】
　用語「例示的」は、本明細書では、「実施例、事例、又は例証としての役目を果たす」
ことを意味するため使用される。本明細書において「例示的」として記載された実施形態
は、他の実施形態より好ましい、又は、有利であると解釈されるとは限らない。
【００１７】
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　本研究は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（ＢＴ）アクセス技術及びＷＬＡＮアクセス技術の両方
と通信する無線機器内で状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）を使用するＢＴ／ＷＬＡＮ共存
型解決策を開示する。さらに十分に記載されるように、状態レベル・アービタ（ＳＴＡ）
は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈアクセス技術及びＷＬＡＮアクセス技術の両方の状態パラメータ
と関連パラメータとを決定する。状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）は、何れの手法（Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ若しくはＷＬＡＮ）又は２つの手法の組み合わせが所定の時点に特定のＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及びＷＬＡＮ状態に対して最良の性能をもたらすことになるかを決
定するため状態パラメータと関連パラメータとを使用する。
【００１８】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（ＢＴ）では、時分割スキームにおいてタイムスロットによってデ
ータを運ぶ２つの接続性タイプが存在する。これらの２つのタイプは、非同期コネクショ
ンレスリンク（ＡＣＬ）と、同期コネクション指向（ＳＣＯ）とである。ＡＣＬは、予約
タイムスロットを使用しないパケット指向伝送モードである。これに対して、ＳＣＯは、
予約タイムスロットを使用する回路指向伝送モードである。
【００１９】
　例えば、ＢＴ状態がＡＣＬスニフモードであり、一時的なアクティビティだけを実行す
るとき、かつ、ＷＬＡＮ状態がアクティブデータ伝送モードにあるとき、無線機器は、数
個のＷＬＡＮパケットの損失を犠牲にしてＢＴ状態アクティビティを可能にさせるためＰ
ＴＡを使用することがある。別の例では、ＢＴ状態がＳＣＯモードにあるとき、かつ、Ｗ
ＬＡＮ状態がアクティブデータ伝送モードにあるとき、無線機器は、機器が電力節約モー
ドにあり、ＷＬＡＮデータを取り出すためＢＴ　ＳＣＯアクティビティ間のギャップ中に
電力節約ポーリングフレームを使用することがあることをＷＬＡＮ　ＡＰに示唆すること
がある。
【００２０】
　別の例では、ＢＴ状態がＡＣＬデータモードにあり、ＷＬＡＮ状態がアクティブデータ
伝送モードにあるとき、状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）は、期間をＢＴ状態及びＷＬＡ
Ｎ状態に適切に割り当てることになる。ＢＴアクティビティは、ＢＴ状態を単に有効にす
る又は無効にすることによって制御される。ＷＬＡＮアクティビティは、電力節約モード
に出入りすることによって制御される。
【００２１】
　費用上の理由及び他の理由のため、典型的な機器は、２つの技術のための共通アンテナ
を共有する。ユーザ観点からＢＴ及びＷＬＡＮが同時に動作するユーザ状況を支援するた
め、ＢＴ及びＷＬＡＮが共存することを許容する時分割多元接続（ＴＤＭＡ）アルゴリズ
ムが実施される。
【００２２】
　しかし、性能改善は、ＢＴ用及びＷＬＡＮ用の別個のアンテナを使用してシステムを同
時に動かし、同じ機器内部に強い干渉技術の存在を適応させるためＢＴ　ＲＦ回路及びＷ
ＬＡＮ　ＲＦ回路を設計することによって達成され得る。さらに、各技術の送信電力レベ
ル及び受信電力レベルに応じたＢＴ及びＷＬＡＮ電力制御の変化は、デュアルアンテナ並
列性を可能にする条件の範囲を改善するため実施され得る。本研究の状態レベル・アービ
タは、信号条件及び性能に応じてデュアルアンテナ並列性と従来的なＴＤＭＡ手法とを切
り替える高レベルのアルゴリズムを実施する。
【００２３】
　図１は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信（Ｔｘ）ユニット１０５と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ受信
（Ｒｘ）ユニット１１０と、ＷＬＡＮ受信（Ｒｘ）ユニット１１５と、ＷＬＡＮ送信（Ｔ
ｘ）ユニット１２０と、上記４台のユニット（１０５、１１０、１１５、１２０）に選択
的に連結され得る第１のアンテナ１２５と、を備える無線通信トランシーバユニット１０
０の一部分の略図である。図１は、トランシーバユニット１００がＷＬＡＮダイバーシテ
ィ受信（ＤＲｘ）ユニット１３０と、ＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）ユニット１２０及びＷＬＡＮ
ダイバーシティ受信（ＤＲｘ）ユニット１３０に連結され得る第２のアンテナ１７５と、



(11) JP 2012-530472 A 2012.11.29

10

20

30

40

50

をさらに備えることを示す。
【００２４】
　図１に示されるように、第１のアンテナ１２５は、スイッチ１３５及び電力増幅器（po
wer amplifier）１４０を介してＢＴ送信（Ｔｘ）ユニット１０５に連結され得る。第１
のアンテナ１２５は、さらに、スイッチ１４５及び低雑音増幅器（ＬＮＡ）１５０を介し
てＢｌｕｅｔｏｏｔｈ受信（Ｒｘ）ユニット１１０とＷＬＡＮ受信（Ｒｘ）ユニット１１
５とに連結され得る。第１のアンテナ１２５は、さらに、スイッチ１５５及び電力増幅器
１６０を介してＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）ユニット１２０に連結され得る。
【００２５】
　２台のさらなるスイッチ（スイッチ１６５及びスイッチ１７０）は、２つのアンテナダ
イバーシティを支援するために必要とされる。第２のアンテナ１７５は、スイッチ１６５
及び電力増幅器１６０を介してＷＬＡＮ受信（Ｒｘ）ユニット１２０に連結され得る。第
２のアンテナ１７５は、さらに、スイッチ１７０及び低雑音増幅器（ＬＮＡ）１８０を介
してＷＬＡＮダイバーシティ受信（ＤＲｘ）ユニット１３０に連結され得る。トランシー
バユニット１００のスイッチ（１３５、１４５、１５５、１６５及び１７０）は、状態レ
ベル・アービタ（ＳＬＡ）（図１に図示されず）に接続され、この状態レベル・アービタ
によって制御される。
【００２６】
　トランシーバユニット１００は、主アンテナ１２５として第１のアンテナ１２５を使用
し、ダイバーシティアンテナ１７５として第２のアンテナ１７５を使用して、並列型のＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈシステム及びＷＬＡＮシステムで作動されることがある。本構成では、
主アンテナ１２５は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信（Ｔｘ）ユニット１０５からのＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ送信（Ｔｘ）信号と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ受信（Ｒｘ）ユニット１１０からのＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ受信（Ｒｘ）信号とのために単独で使用される。ダイバーシティアンテ
ナ１７５は、ＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）ユニット１２０からのＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）信号とＷ
ＬＡＮダイバーシティ受信（ＤＲｘ）ユニット１３０からのＷＬＡＮダイバーシティ受信
（ＤＲｘ）信号とのために使用される。
【００２７】
　２台のアンテナ（１２５及び１２７）を使う並列動作中に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈは、主
アンテナ１２５を使用し、ＷＬＡＮは、ダイバーシティアンテナ１７５を使用することに
なる。ＷＬＡＮダイバーシティ受信（ＤＲｘ）ユニット１３０は、ダイバーシティ低雑音
増幅器（ＬＮＡ）１８０を使用することになる。ＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）ユニット１２０か
らの送信は、電力増幅器（ＰＡ）１６０及びスイッチ１６５を介してダイバーシティアン
テナ１７５にルーティングされることになる。ＷＬＡＮダイバーシティ受信（ＤＲｘ）パ
スベースバンド（ＢＢ）フィルタは、３次から４次に増加することになる。これは、約０
．２平方ミリメートル（～０．２ｍｍ２）の面積コストの増加を必要とすることになる。
自動利得制御（ＡＧＣ）アルゴリズムは、修正されることになるが、修正は、ハードウェ
アの影響を与えないことになる。
【００２８】
　図２は、本研究の原理によるＷＬＡＮモジュール２１０と、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュ
ール２２０と、状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）２３０と、を備える無線通信トランシー
バユニット１００の一部分の略図を示す。トランシーバユニット１００内のＷＬＡＮ回路
を備える様々な回路コンポーネントは、全体的にＷＬＡＮモジュール２１０として指定さ
れる。同様に、トランシーバユニット１００内のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ回路を備える様々な
回路コンポーネントは、全体的にＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール２２０として指定される
。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール２２０は、ＷＬＡＮモジュール２１０に連結され、信号
線２１５を介して状態情報をＷＬＡＮモジュール２２０に通信する能力を有する。
【００２９】
　状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）２３０は、マイクロプロセッサ２４０を備える。ユー
ザ・インターフェース・ユニット２５０は、マイクロプロセッサ２４０に接続されている
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。ユーザ・インターフェース・ユニット２５０は、状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）２３
０のマイクロプロセッサ２４０へのユーザアクセスを許可する。マイクロプロセッサ２４
０は、メモリ２６０を備える。メモリ２６０は、状態レベル・アービタ・アルゴリズム・
ソフトウェア２７０と、オペレーティング・システム２８０とを備える。状態レベル・ア
ービタ（ＳＬＡ）２３０のマイクロプロセッサ２４０は、図２に示されていない信号線を
介してＷＬＡＮモジュール２１０及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール２２０から情報を受
信する。状態レベル・アービタ（ＳＬＡ）２３０のマイクロプロセッサ２４０は、図２に
示されていない制御信号線を介して制御信号をＷＬＡＮモジュール２１０及びＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈモジュール２２０に送信する。
【００３０】
　マイクロプロセッサ２４０と状態レベル・アービタ・アルゴリズム・ソフトウェア２７
０とは一緒になって、ＷＬＡＮモジュール２１０とＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール２２０
との両方を備えるトランシーバユニット１００のための状態レベル・アービタ機能を実行
する能力がある状態レベル・アービタ・プロセッサを備える。状態レベル・アービタ・ア
ルゴリズム・ソフトウェア２７０は、特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及びＷＬＡＮ状態に
対するより優れた並列伝送性能を実行するため、無線トランシーバに対するより優れたア
クセス技術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）又は２つのアクセス技術（ＷＬＡＮ
若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）の組み合わせを選択するために本研究の方法を実行する。
【００３１】
　無線トランシーバユニット１００は、２種類の用途のための２つのアクセス技術（Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ及びＷＬＡＮ）を並列に動かす。状態レベル・アービタ・プロセッサは、
できるだけ優れた全体的なユーザ体験を提供するためより優れた並列性能をもたらす適切
なアクセス技術（又は２つのアクセス技術の組み合わせ）を選択する。例えば、これらの
アクセス技術のうちの第１のアクセス技術がウェブ・ページ・ダウンロードを実行し、こ
れらのアクセス技術のうちの第２のアクセス技術が音声伝送を実行していると仮定する。
音声伝送を中断することは、ウェブ・ページ・ダウンロードを遅らせることよりも弊害を
もたらす。従って、音声伝送を実行しているアクセス技術は、優先権が付与される。優先
権の付与は、２つのアクセス技術に対してより優れた並列性能をもたらす。
【００３２】
　別の実施例として、これらのアクセス技術のうちの第１のアクセス技術が接続を確立す
ることを試行中であり、これらのアクセス技術のうちの第２のアクセス技術が何らかの他
のタスクを実行中であると仮定する。優先権がこれらのアクセス技術のうちの第２のアク
セス技術に付与された場合、ユーザは、接続の失敗を体験することになる。従って、接続
の確立を試行中であるアクセス技術には、優先権が付与される。この優先権の付与は、２
つのアクセス技術に対してより優れた並列性能をもたらす。
【００３３】
　状態レベル・アービタ・アルゴリズム・ソフトウェア２７０は、本研究の方法を実行す
るコンピュータ・プログラム・プロダクトを備える。コンピュータ・プログラム・プロダ
クトは、この方法を実行するためコンピュータ命令を実行するコードを備えるコンピュー
タ読み取り可能な媒体を備える。コンピュータ・プログラム・プロダクトは、コンピュー
タ読み取り可能なディスク２９０として図２に概略的に示される。コンピュータ読み取り
可能なディスク２９０は、１つのタイプのコンピュータ・プログラム・プロダクトの例証
に過ぎない。コンピュータ・プログラム・プロダクトは、磁気テープ、ハードドライブ、
フラッシュドライブ、及び類似した製品のような他のタイプのコンピュータ読み取り可能
な媒体を備え得る。
【００３４】
　図３は、ＷＬＡＮモジュール２１０とＢｌｕｅｔｏｏｔｈ２２０との両方を備える無線
トランシーバユニット１００において状態レベル・アービトレーションを実行する本研究
の方法の有利な実施形態のステップを表すフローチャート３００を示す。第１のステップ
では、状態レベル・アービタ２３０がＷＬＡＮモジュール２１０及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
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モジュール２２０の両方を備える無線トランシーバユニット１００に設けられる（ステッ
プ３１０）。状態レベル・アービタ２３０は、ＷＬＡＮモジュール２１０及びＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈモジュール２２０の状態パラメータと関連パラメータとを決定する（ステップ３
２０）。
【００３５】
　状態レベル・アービタ２３０は、何れのアクセス技術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ）、又は、アクセス技術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）の組み合わせが
所定の時点に最良の並列性能をもたらすことになるかを決定するために状態パラメータと
関連パラメータとを使用する（ステップ３３０）。状態レベル・アービタ２３０は、特定
のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及びＷＬＡＮ状態に対する無線送信を実行するため２つのアク
セス技術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）のうちの優れている方、又は、２つの
アクセス技術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）の最良の組み合わせを選択する（
ステップ３４０）。
【００３６】
　無線トランスミッタにおいてＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ共存を確立する３つの主要
なアプローチが存在する。第１のアプローチは、時分割多重化（ＴＤＭ）である。時分割
多重化（ＴＤＭ）では、所定の時点に動作するために一方のシステムだけ（ＷＬＡＮ又は
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈの何れか）を許容するため媒体アクセス制御（ＭＡＣ）手法が用いら
れる。パケット・トラフィック・アービトレーション（ＰＴＡ）は、データパケットの送
信を制御するために用いられる。ＩＥＥＥ　８０２．１１機能は、アクセスポイント（Ａ
Ｐ）送信のタイミングを制御するため使用される。時分割多重化（ＴＤＭ）では、可能で
ある最大スループットは、システム（ＷＬＡＮ又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈの何れか）が送信
チャネルを有している時間の割合によって決定付けられる。
【００３７】
　無線トランスミッタにおいてＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ共存を確立する第２のアプ
ローチは、無線周波数（ＲＦ）アイソレーションとの並列性である。このアプローチは、
（１）周波数の分離と、（２）一方の技術の送信機ともう一方の技術の受信機との間の干
渉の低減とを含む。１つの用途では、ＲＦアイソレーション方法との並列化は、シングル
アンテナと、ＷＬＡＮ技術とＢｌｕｅｔｏｏｔｈ技術との間でシングルアンテナを切り替
えるプログラマブルダイプレクサとを使用して実行される。別の用途では、ＲＦアイソレ
ーション方法との並列化は、優れた無線周波数（ＲＦ）アイソレーションを伴うダブルア
ンテナ（デュアルアンテナと呼ばれることがある）を使用して実行される。完全スタンド
アローン・スループットは、無線周波数（ＲＦ）アイソレーションが所定の信号条件のた
め十分であるとき達成することができる。
【００３８】
　無線トランスミッタにおいてＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ共存を確立する第３のアプ
ローチは、無線周波数（ＲＦ）アイソレーションと時分割多重化（ＴＤＭ）との組み合わ
せである。この統合アプローチは、長期的には最良の解を与える。時分割多重化（ＴＤＭ
）は、アドバンスト周波数ホッピング（ＡＦＨ）が可能ではないとき、又は、アドバンス
ト周波数ホッピング（ＡＦＨ）によって使用される周波数がＷＬＡＮ周波数と重なり合う
ときに使用されることになる。時分割多重化（ＴＤＭ）は、一方の技術の送信電力が強く
、もう一方の技術の受信電力が弱く、その結果、得られる無線周波数（ＲＦ）アイソレー
ションが不十分であるときにも使用されることになる。
【００３９】
　無線周波数（ＲＦ）アイソレーションは、時分割多重化（ＴＤＭ）が用いるため選択さ
れていない期間のため第３のアプローチにおいて使用されることになる。無線周波数（Ｒ
Ｆ）アイソレーション方法の性能は、２つのシステム（ＷＬＡＮ及びＢｌｕｅｔｏｏｔｈ
）が完全並列性で動作可能である実際的な条件の範囲によって定量化される。
【００４０】
　上述されたように、状態レベル・アービタ２３０は、何れのアクセス技術（ＷＬＡＮ若
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しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）又はアクセス技術（ＷＬＡＮ若しくはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ）
の組み合わせが所定の時点に最良の性能をもたらすことになるかを決定するため状態パラ
メータと関連パラメータとを使用する。状態レベル・アービタ２３０は、図４及び図５の
概略図に記載された優先度決定に従ってＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ状態アービトレー
ションを実行する。
【００４１】
　図４は、本研究の状態レベル・アービトレーション・アルゴリズムの要素を表す第１の
概略図を示す。この図は、ＷＬＡＮ－Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ状態アービトレーションの優先
度決定を表す。例えば、ＢｌｕｅｔｏｏｔｈシステムがＢｌｕｅｔｏｏｔｈ問い合わせを
送信し、状態レベル・アービタ２３０がＷＬＡＮはアクティブ状態であると判定した場合
、状態レベル・アービタ２３０は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈシステムに優先権を付与し、ＷＬ
ＡＮアクティビティを一時停止することになる。第１の概略図中のテキスト「次のスライ
ドを参照されたし」は、図５に示された第２の概略図を参照すべきことを意味する。
【００４２】
　図６は、シングルアンテナが使用される無線周波数（ＲＦ）アイソレーションを提供す
る本研究の原理によるプログラマブルダイプレクサ６００の略図を示す。プログラマブル
ダイプレクサ６００は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール６１０とＷＬＡＮモジュール６１
５とを備える。図６に示されるように、ＷＬＡＮモジュール６１５は、ＷＬＡＮ　Ｌｉｂ
ｒａシステム・オン・チップ（ＳｏＣ）モジュール６２０を備える。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
モジュール６１０は、信号線６３０を介してＷＬＡＮ　Ｌｉｂｒａ　ＳｏＣモジュール６
２０内のデコーダ６２５に状態情報を供給する。有利な一実施形態では、信号線６３０は
、第１のピンがＢＴ＿ＡＣＴＩＶＥ信号を伝達し、第２のピンがＴＸ＿ＣＯＮＦＩＲＭ信
号を伝達し、第３のピンがＢＴ＿ＰＲＩＯＲＩＴＹ信号を伝達する３ピン共存インターフ
ェースを備える。
【００４３】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信（Ｔｘ）経路は、直交ミキサＴＸ６３２と、電力増幅器６３４
と、整合ユニット６３６と、単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ６３８と、バラン・整合ユニ
ット６４０と、単極三投（ＳＰ３Ｔ）アンテナスイッチ６４２と、バンド・パス・フィル
タ（ＢＰＦ）６４４と、アンテナ１２５とを備える。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ受信（Ｒｘ）経
路は、アンテナ１２５と、バンド・パス・フィルタ（ＢＰＦ）６４４と、単極三投（ＳＰ
３Ｔ）アンテナスイッチ６４２と、バラン・整合ユニット６４０と、単極双投（ＳＰ２Ｔ
）スイッチ６３８と、整合ユニット６４６と、低雑音増幅器（ＬＮＡ）６４８と、直交ミ
キサＲＸ６５０とを備える。
【００４４】
　ＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）経路は、直交ミキサＴＸ６５２と、電力増幅器６５４と、バラン
・整合ユニット６５６と、単極三投（ＳＰ３Ｔ）アンテナスイッチ６４２と、バンド・パ
ス・フィルタ（ＢＰＦ）６４４と、アンテナ１２５とを備える。ＷＬＡＮ受信（Ｒｘ）経
路は、アンテナ１２５と、バンド・パス・フィルタ（ＢＰＦ）６４４と、単極三投（ＳＰ
３Ｔ）アンテナスイッチ６４２と、整合ユニット６５８と、低雑音増幅器（ＬＮＡ）６６
０と、バラン・整合ユニット６６２と、直交ミキサＲＸ６６４とを備える。
【００４５】
　単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ６３８の動作と、単極三投（ＳＰ３Ｔ）アンテナスイッ
チ６４２の動作とは、状態レベル・アービタ２３０からの制御信号によって制御される。
状態レベル・アービタ２３０からスイッチ６３８及びスイッチ６４２への制御信号は、図
６に示されていない制御信号線によって伝達される。
【００４６】
　図７は、シングルアンテナが使用される無線周波数（ＲＦ）アイソレーションを提供す
る本研究の原理による別のプログラマブルダイプレクサ７００の略図を示す。プログラマ
ブルダイプレクサ７００は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール７１０とＷＬＡＮモジュール
７１５とを備える。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール７１０は、信号線７３０を介してＷＬ



(15) JP 2012-530472 A 2012.11.29

10

20

30

40

50

ＡＮモジュール７１５内のデコーダ７２５に状態情報を供給する。有利な一実施形態では
、信号線７３０は、第１のピンがＢＴ＿ＡＣＴＩＶＥ信号を伝達し、第２のピンがＴＸ＿
ＣＯＮＦＩＲＭ信号を伝達し、第３のピンがＢＴ＿ＰＲＩＯＲＩＴＹ信号を伝達する３ピ
ン共存インターフェースを備える。
【００４７】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ送信（Ｔｘ）経路は、直交ミキサＴＸ７３２と、電力増幅器７３４
と、整合ユニット７３６と、単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ７３８と、バラン・整合ユニ
ット７４０と、第１の微小電気機械（ＭＥＭｓ）機器ノッチ７４４と、バンド・パス・フ
ィルタ（ＢＰＦ）７４６と、アンテナ１２５とを備える。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ受信（Ｒｘ
）経路は、アンテナ１２５と、バンド・パス・フィルタ（ＢＰＦ）７４６と、第１の微小
電気機械（ＭＥＭｓ）機器ノッチ７４４と、バラン・整合ユニット７４０と、単極双投（
ＳＰ２Ｔ）スイッチ７３８と、整合ユニット７４８と、低雑音増幅器（ＬＮＡ）７５０と
、直交ミキサＲＸ７５２とを備える。
【００４８】
　ＷＬＡＮ送信（Ｔｘ）経路は、直交ミキサＴＸ７５４と、電力増幅器７５６と、バラン
・整合ユニット７５８と、電力増幅器７６０と、単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ７６２と
、第２の微小電気機械（ＭＥＭｓ）機器ノッチ７６４と、バンド・パス・フィルタ（ＢＰ
Ｆ）７４６と、アンテナ１２５とを備える。ＷＬＡＮ受信（Ｒｘ）経路は、アンテナ１２
５と、バンド・パス・フィルタ（ＢＰＦ）７４６と、第２の微小電気機械（ＭＥＭ）機器
ノッチ７６４と、単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ７６２と、バラン・整合ユニット７６６
と、低雑音増幅器（ＬＮＡ）７６８と、直交ミキサＲＸ７７０とを備える。
【００４９】
　単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ７３８の動作と、単極双投（ＳＰ２Ｔ）スイッチ７６２
の動作とは、状態レベル・アービタ２３０からの制御信号によって制御される。状態レベ
ル・アービタ２３０からスイッチ７３８及びスイッチ７６２への制御信号は、図６に示さ
れていない制御信号線によって伝達される。
【００５０】
　さらに、状態レベル・アービタ２３０は、第１の微小電気機械（ＭＥＭｓ）機器ノッチ
７４４の動作と、第２の微小電気機械（ＭＥＭｓ）機器ノッチ７６４の動作とを制御する
。微小電気機械（ＭＥＭｓ）機器ノッチ（７４４及び７６４）の各々は、状態レベル・ア
ービタ２３０によってプログラム可能である。このことは、動作のＷＬＡＮバンドが変更
された場合、プログラマブルダイプレクサ７００が完全に再構成可能であることを意味す
る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ又はＷＬＡＮ動作の場合、一方又は他方、すなわち、使用されて
いない経路内のＭＥＭｓ機器ノッチは、高インピーダンスになるようにプログラムされる
ことになる。高インピーダンスになるようにＭＥＭｓ機器ノッチをプログラムすることは
、２つの方法のうちの一方で達成され得る。
【００５１】
　方法１。ＷＬＡＮ単独の場合、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ経路内のＭＥＭｓ機器ノッチは、既
に高インピーダンスであることになるので、そのままの状態に保たれる。しかし、この場
合、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈのための低挿入損失の要件が存在しないので（すなわち、Ｂｌｕ
ｅｔｏｏｔｈはオフにされているので）、インピーダンスの値をより一層高くすることが
可能であり得る。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ単独の場合、逆もまた真である。
【００５２】
　方法２。ＭＥＭｓ機器ノッチは、インピーダンスがより高く、かつ、より優れた開回路
であるということを目指して、より広く及びより深くなるようにプログラムされ得る。
【００５３】
　単独動作におけるＭＥＭｓ機器ノッチのプログラミングの背後にある基礎は、プログラ
マブルダイプレクサ７００をよりスイッチと同じように動作させることである。単独動作
におけるＭＥＭｓ機器ノッチをよりスイッチと同じように動作させることは、時間分割動
作も使用されることがあることを意味する。
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【００５４】
　図８は、本研究の原理が組み込まれ得る通信システム８００を示す。一般に、システム
８００は、マルチメディア・コンテンツを作成し、様々なネットワークを介して多数のモ
バイルサブスクライバへ同報する。通信システム８００は、任意の台数のコンテンツ・プ
ロバイダ８０２と、コンテンツ・プロバイダ・ネットワーク８０４と、ブロードキャスト
・ネットワーク８０６と、無線アクセス・ネットワーク８０８とを含む。通信システム８
００には、マルチメディア・コンテンツを受信するためモバイルサブスクライバによって
使用される何台かの機器８１０がさらに示されている。これらの機器８１０は、携帯電話
機８１２と、ラップトップコンピュータ８１４と、個人情報端末（ＰＤＳ）８１６とを含
む。機器８１０は、通信システム８００で用いるために適した機器の一部だけを例証する
。３台の機器が図８に表されているが、当業者に明白であるように、実質的に何台の同様
の機器でも、又は、どのようなタイプの機器でも通信システム８００で用いるために適し
ていることに注意されたし。
【００５５】
　コンテンツ・プロバイダ８０２は、通信システム８００内のモバイルサブスクライバへ
の配信用のコンテンツを供給する。コンテンツは、ビデオ、オーディオ、マルチメディア
・コンテンツ、クリップ、リアルタイム・コンテンツ及び非リアルタイム・コンテンツ、
スクリプト、プログラム、データ、又は、他のタイプの適当なコンテンツを含むことがあ
る。コンテンツ・プロバイダ８０２は、ワイド・エリア配信又はローカル・エリア配信の
ためコンテンツをコンテンツ・プロバイダ・ネットワークへ供給する。
【００５６】
　コンテンツ・プロバイダ・ネットワーク８０４は、配布用コンテンツをモバイルサブス
クライバへ配信するために動作する有線ネットワーク及び無線ネットワークの何らかの組
み合わせを備える。図８に示された実施例では、コンテンツ・プロバイダ・ネットワーク
８０４は、ブロードキャスト・ネットワーク８０６を介してコンテンツを配信する。ブロ
ードキャスト・ネットワーク８０６は、高品質コンテンツを同報するため設計された有線
固有ネットワーク（proprietary network）及び無線固有ネットワークの何らかの組み合
わせを備える。これらの固有ネットワークは、モバイル機器へのシームレスなカバレッジ
を提供するため広い地理的領域を通じて分散させられることがある。典型的に、地理的領
域は、個々の区画がワイド・エリア・コンテンツ及びローカル・エリア・コンテンツへの
アクセスを与える区画に分割されることになる。
【００５７】
　コンテンツ・プロバイダ・ネットワーク８０４は、無線アクセス・ネットワーク８０８
を通じたコンテンツの配信用のコンテンツ・サーバ（図示せず）をさらに含み得る。この
コンテンツ・サーバは、無線アクセス・ネットワーク８０８内の基地局コントローラ（Ｂ
ＳＣ）（図示せず）と通信する。ＢＳＣは、無線アクセス・ネットワーク８０８の地理学
的到達度に依存して任意の数の基地トランシーバ局（ＢＴＳ）（図示せず）を管理及び制
御するため使用され得る。ＢＴＳは、様々な機器８１０のためのワイド・エリア及びロー
カル・エリアにアクセスできる。
【００５８】
　コンテンツ・プロバイダ８０２によって同報されたマルチメディア・コンテンツは、１
つ以上のサービスを含む。サービスは、１個以上の独立したデータ成分の集合体である。
サービスの個々の独立したデータ成分は、フローと称される。一実施例として、ケーブル
・ニュース・サービスは、ビデオフロー、オーディオフロー、及び制御フローの３個のフ
ローを含み得る。
【００５９】
　サービスは、１個以上の論理チャネルを越えて伝達される。フォワード・リンク・オン
リー（ＦＬＯ）エアー・インターフェース用途において、論理チャネルは、マルチキャス
ト論理チャネル（ＭＬＣ）と称されることがよくある。論理チャネルは、複数の論理サブ
チャネルに分割され得る。これらの論理サブチャネルは、ストリームと呼ばれる。個々の
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フローは、単一ストリーム内で伝達される。論理チャネル用のコンテンツは、物理フレー
ムにおいて様々なネットワークを通じて送信される。フォワード・リンク・オンリー（Ｆ
ＬＯ）エアー・インターフェース用途では、物理フレームは、スーパーフレームと称され
ることがよくある。
【００６０】
　図８に示された様々な機器８１０に物理フレームを送信するため使用されるエアー・イ
ンターフェースは、具体的な用途及び全体的な設計制約に依存して変化することがある。
一般に、フォワード・リンク・オンリー（ＦＬＯ）技術を採用する通信システムは、デジ
タルオーディオ放送（ＤＡＢ）、地上波デジタルビデオ放送（ＤＶＢ－Ｔ）、及び、地上
波統合サービスデジタル放送（ＩＳＤＢ－Ｔ）によっても利用される直交周波数分割多重
化（ＯＦＤＭ）を利用する。ＯＦＤＭは、システム帯域幅全体を複数（Ｎ個）のサブキャ
リアに効果的に区分するマルチキャリア変調手法である。トーン、ビン、周波数チャネル
などと称されることもあるこれらのサブキャリアは、直交性を与えるため正確な周波数で
離間している。コンテンツは、個々のサブキャリアの位相、振幅、又は、その両方を調整
することによりサブキャリア上に変調される。典型的に、直交位相シフトキーイング（Ｑ
ＰＳＫ）又は直交振幅変調（ＱＡＭ）が使用されるが、他の変調スキームも同様に使用さ
れることがある。
【００６１】
　当業者は、情報及び信号が多種多様の技術及び手法のうちの何れかを使用して表現され
てもよいことがわかるであろう。例えば、上記説明を通じて参照されることがあるデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、及びチップは、電圧、電流、電磁波
、磁界若しくは磁性粒子、光学場若しくは光粒子、又はこれらの何れかの組み合わせによ
って表現されてもよい。
【００６２】
　当業者は、本明細書に開示された実施形態に関連して記載された様々な例証的な論理ブ
ロック、モジュール、回路、及びアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュ
ータソフトウェア、又はその両方の組み合わせとして実施されてもよいことがさらに理解
されるであろう。このハードウェアとソフトウェアとの互換性を明瞭に例証するため、様
々な例証的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路及びステップが概ねこれらの
機能性の観点から上述された。このような機能性がハードウェアとして実施されるか、又
は、ソフトウェアとして実施されるかは、特有の用途及びシステム全体に課された設計制
約に依存する。当業者は、特有の用途毎に種々の方法で上記機能性を実施することがある
が、このような実施の決定は、本研究の範囲からの逸脱を引き起こすものとして解釈され
るべきではない。
【００６３】
　本明細書に開示された実施形態に関連して記載された様々な例証的な論理ブロック、モ
ジュール、及び回路は、本明細書に記載された機能を実行するため設計された、汎用プロ
セッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィ
ールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）若しくは他のプログラマブル論理
機器、ディスクリートゲート若しくはトランジスタ論理、ディスクリート・ハードウェア
・コンポーネント、又はこれらの何れかの組み合わせを用いて実施又は実行されることが
ある。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサでもよいが、プロセッサは、何れかの従来
型プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、又は状態機械でもよい。プロセッ
サは、コンピューティング機器の組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの
組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと併せた１台以上のマイクロプロセ
ッサ、又は何れかの他のこのような構成として実施されることもある。
【００６４】
　本明細書に開示された実施形態に関連して記載された方法又はアルゴリズムのステップ
は、ハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、又はハ
ードウェアとソフトウェアモジュールとの組み合わせで直接的に具現化され得る。ソフト
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ウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモ
リ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、又は技術的に知られている何れかの他の形式の記憶媒体に存在することがある。例
示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込
むことができるようにプロセッサに連結されている。あるいは、記憶媒体は、プロセッサ
に一体化されることがある。プロセッサ及び記憶媒体は、ＡＳＩＣに存在することがある
。ＡＳＩＣは、ユーザ端末内に存在することがある。また、プロセッサ及び記憶媒体は、
ユーザ端末内に個別部品として存在し得る。
【００６５】
　添付図面と関連した上述の説明は、本開示の種々の態様の説明として意図され、本開示
が実施されることがある態様だけを表現することは意図されていない。本開示に記載され
た個々の態様は、単に本開示の一実施例又は例証として与えられているだけであり、必ず
しも他の態様より好ましい又は有利な態様としてみなされるべきではない。説明は、本開
示の全体を通じた理解をもたらす目的のため具体的な細部を含む。しかし、本開示がこれ
らの具体的な細部無しで実施されることがあることは当業者に明白であろう。ある一定の
事例では、周知の構造体及び機器は、本開示の概念を曖昧にすることを避けるためブロッ
ク図の形式で表されている。頭字語及び他の記述的術語は、単に便宜と明瞭さとのためだ
けに使用されることがあり、開示の範囲を制限することが意図されていない。
【００６６】
　説明の簡潔さの目的のため、方法は、一連の振る舞いとして明らかにされ、かつ、説明
されているが、一部の振る舞いは１つ以上の態様によれば、異なった順序で行われ、及び
／又は、他の振る舞いと同時に行われることがあるので、方法は、振る舞いの順序によっ
て限定されないことが理解され、かつ、認識されるべきである。例えば、当業者は、方法
が状態図のように一連の相互関係のある状態又はイベントとして代替的に表現されてもよ
いことを理解し、かつ、認識するであろう。さらに、例証されたすべての振る舞いが１つ
以上の態様による方法を実施するため必要とされるとは限らないことがある。
【００６７】
　当業者は、実例的なアルゴリズムに開示されたステップが、本開示の範囲及び精神から
逸脱することなく、これらのステップの順序を交換できることを理解するであろう。同様
に、当業者は、実例的なアルゴリズムにおいて例証されたステップが排他的ではなく、か
つ、他のステップが包含されてもよく、又は、実例的なアルゴリズムの中のステップの１
個以上が本開示の範囲及び精神に影響を与えることなく削除されてもよいことを理解する
であろう。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月15日(2012.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線トランシーバユニット（１００）の内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（
２２０）と無線ローカル・エリア・ネットワーク‘ＷＬＡＮ’モジュール（２１０）との
間の使用を調停する方法であって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されている状態レベル・アービタ（２３０）を前記無線トランシー
バ（１００）の内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバ（
１００）の内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）及び前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）
の状態パラメータと関連パラメータとを前記状態レベル・アービタ（２３０）の内部で決
定することと、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）と前記ＷＬＡＮモジュール
（２１０）との間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル
・アービタ（２３０）の内部で決定することと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）又は前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）
が所定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを決定することであって、前記優
れた並列性能は接続の失敗を最小化することを含む、決定することと、
の各ステップを備える方法。
【請求項２】
　前記状態レベル・アービタを用いて、１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、２）
前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択することであって、前記選択されたモジュ
ールが所定の時点により優れた並列性能をもたらす、選択することと、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが所定の
時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定
することのステップをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記状態レベル・アービタを用いて、１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、２）
前記ＷＬＡＮモジュールと、３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモ
ジュールの組み合わせとのうちの１つを選択することであって、前記選択されたモジュー
ルと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並列性能をもた
らす、選択することと、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
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　１）デュアルアンテナ並列化手法と、２）時分割多重化‘ＴＤＭ’手法とのうちの一方
を選択するため前記状態レベル・アービタを利用することであって、前記選択された手法
が所定の時点により優れた並列性能をもたらす、利用することと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信することと、
　ダイバーシティアンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信することと、
の各ステップをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記プログラマブルダイプレクサを前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結することと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御することと、
の各ステップをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　無線トランシーバユニット（１００）の内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（
２２０）と無線ローカル・エリア・ネットワーク‘ＷＬＡＮ’モジュール（２１０）との
間で使用を調停する装置であって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されている状態レベル・アービタ（２３０）を前記無線トランシー
バユニット（１００）の内部に設ける手段と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユ
ニット（１００）の内部に設ける手段と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）及び前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）
の状態パラメータと関連パラメータとを前記状態レベル・アービタ（２３０）の内部で決
定する手段と、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）と前記ＷＬＡＮモジュール
（２１０）との間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル
・アービタ（２３０）の内部で決定する手段と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）又は前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）
が所定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタ（２
３０）の内部で決定する手段であって、前記優れた並列性能は接続の失敗を最小化するこ
とを含む、手段と、
を備える装置。
【請求項９】
　前記状態レベル・アービタを用いて、１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、２）
前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択する手段であって、前記選択されたモジュ
ールは所定の時点に前記より優れた並列性能をもたらす、手段と、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行する手段と、
をさらに備える請求項８に記載の装置。
【請求項１０】



(23) JP 2012-530472 A 2012.11.29

　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが所定の
時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定
する手段をさらに備える請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記状態レベル・アービタを用いて、１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、２）
前記ＷＬＡＮモジュールと、３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモ
ジュールの組み合わせとのうちの１つを選択する手段であって、前記選択されたモジュー
ルと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並列性能をもた
らす、手段と、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行する手段と、
をさらに備える請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　１）デュアルアンテナ並列化手法と、２）時分割多重化‘ＴＤＭ’手法とのうちの一方
を選択するため前記状態レベル・アービタを利用する手段であって、前記選択された手法
が所定の時点により優れた並列性能をもたらす、手段と、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行する手段と、
をさらに備える請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記無線トランシーバユニットに連結されている主アンテナと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信する手段と、
　前記無線トランシーバユニットに連結されているダイバーシティアンテナと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信する手段と、
をさらに備える請求項９に記載の装置。
【請求項１４】
　前記無線トランシーバユニットに連結されている主アンテナと、
　前記無線トランシーバの内部にあり、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬ
ＡＮモジュールを備えるプログラマブルダイプレクサであって、前記プログラマブルダイ
プレクサは前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連結されている、プログラマ
ブルダイプレクサと、
　前記状態レベル・アービタで前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つの動作
を制御する手段と、
をさらに備える請求項９に記載の装置。
【請求項１５】
　無線トランシーバユニット（１００）の内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（
２２０）と無線ローカル・エリア・ネットワーク‘ＷＬＡＮ’モジュール（２１０）との
間で使用を調停するコンピュータ・プログラム・プロダクトであって、
　前記コンピュータ・プログラム・プロダクトは、コンピュータ読み取り可能な媒体を備
え、
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　ａ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）を制御し、かつ、前記ＷＬＡＮモジ
ュール（２１０）を制御する状態レベル・アービタ（２３０）を前記無線トランシーバユ
ニット（１００）の内部に設けるコードと、
　ｂ）パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）と前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）との間で調停を行うパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバ
ユニット（１００）の内部に設けるコードと、
　ｃ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）及び前記ＷＬＡＮモジュール（２１
０）の状態パラメータと関連パラメータとを前記状態レベル・アービタ（２３０）の内部
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で決定するコードと、
　ｄ）パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）と前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）との間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レ
ベル・アービタ（２３０）の内部で決定するコードと、
　ｅ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）又は前記ＷＬＡＮモジュール（２１
０）が所定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタ
（２３０）の内部で決定するコードであって、前記優れた並列性能は接続の失敗を最小化
することを含む、コードと、
を備える、コンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１６】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタを用いて、１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、２）
前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択するコードであって、前記選択されたモジ
ュールが所定の時点に前記より優れた並列性能をもたらす、コードと、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行するコードと、
をさらに備える、請求項１５に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１７】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　ｆ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが所
定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で
決定するコードをさらに備える、
請求項１５に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１８】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタを用いて、１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、２）
前記ＷＬＡＮモジュールと、３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモ
ジュールの組み合わせとのうちの１つを選択するコードであって、前記選択されたモジュ
ールと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並列性能をも
たらす、コードと、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行するコードと、
をさらに備える、請求項１７に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項１９】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタに、１）デュアルアンテナ並列化手法と、２）時分割多重化
‘ＴＤＭ’手法とのうちの一方を選択させるコードであって、前記選択された手法が所定
の時点により優れた並列性能をもたらす、コードと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行するコードと、
をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項２０】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　主アンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信するコードと、
　ダイバーシティアンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと
、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信するコードと、
をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
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【請求項２１】
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　主アンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部で動作させるコードと、
　前記プログラマブルダイプレクサが前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結されているとき、前記プログラマブルダイプレクサを動作させるコードと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御するコードと、
をさらに備える、請求項１６に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項２２】
　無線トランシーバユニット（１００）の内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（
２２０）と無線ローカル・エリア・ネットワーク‘ＷＬＡＮ’モジュール（２１０）との
間で使用を調停する方法であって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されている状態レベル・アービタ（２３０）を前記無線トランシー
バユニット（１００）の内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２３０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユ
ニット（１００）の内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）及び前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）
の状態パラメータと関連パラメータとを前記状態レベル・アービタ（２３０）の内部で決
定することと、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）と前記ＷＬＡＮモジュール
（２１０）との間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル
・アービタ（２３０）の内部で決定することと、
　所定の１つ又は複数の選択規準に基づいて前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０
）、前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）、又は前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記
ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせにより構成される選択肢の中から選ぶことであって、
前記所定の選択基準は接続の失敗を最小化することを含む、選ぶことと、
の各ステップを備える方法。
【請求項２３】
　前記状態レベル・アービタを用いて、１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、２）
前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択することと、
　前記選択された１つ又は複数のモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及
び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行す
ることと、
の各ステップをさらに備える請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　１）デュアルアンテナ並列化手法と、２）時分割多重化‘ＴＤＭ’手法とのうちの一方
を選択するため前記状態レベル・アービタを利用することと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信することと、
　ダイバーシティアンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信することと、
の各ステップをさらに備える請求項２３に記載の方法。
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【請求項２６】
　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記プログラマブルダイプレクサを前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結することと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御することと、
の各ステップをさらに備える請求項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　無線トランシーバユニット（１００）の内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（
２２０）と無線ローカル・エリア・ネットワーク‘ＷＬＡＮ’モジュール（２１０）との
間で使用を調停する装置であって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されている状態レベル・アービタ（２３０）と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）に連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュ
ール（２１０）に連結されているパケット・レベル・アービタと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）及び前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）
の状態パラメータと関連パラメータとを前記状態レベル・アービタ（２３０）の内部で決
定するプロセッサと、
を備え、
　前記プロセッサはパケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール（２２０）と前記Ｗ
ＬＡＮモジュール（２１０）との間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成
を前記状態レベル・アービタ（２３０）の内部で決定することができ、
　前記プロセッサは所定の１つ又は複数の選択規準に基づいて前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモ
ジュール（２２０）、前記ＷＬＡＮモジュール（２１０）、及び前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
モジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせの間で通信のための１台以上のモジ
ュールを選択することがさらにでき、
　前記所定の選択基準は接続の失敗を最小化することを含む、
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　当業者は、実例的なアルゴリズムに開示されたステップが、本開示の範囲から逸脱する
ことなく、これらのステップの順序を交換できることを理解するであろう。同様に、当業
者は、実例的なアルゴリズムにおいて例証されたステップが排他的ではなく、かつ、他の
ステップが包含されてもよく、又は、実例的なアルゴリズムの中のステップの１個以上が
本開示の範囲に影響を与えることなく削除されてもよいことを理解するであろう。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無線
ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間の使用を調停する方法で
あって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
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連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定することと、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの間で調
停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内部で決
定することと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール又は前記ＷＬＡＮモジュールが所定の時点により優
れた並列性能をもたらすかどうかを決定することと、
の各ステップを備える方法。
［２］　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール
と、（２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択することであって、前記選択さ
れたモジュールが所定の時点により優れた並列性能をもたらす、選択することと、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える［１］に記載の方法。
［３］　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが
所定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部
で決定することのステップをさらに備える［１］に記載の方法。
［４］　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール
と、（２）前記ＷＬＡＮモジュールと、（３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前
記ＷＬＡＮモジュールの組み合わせとのうちの１つを選択することであって、前記選択さ
れたモジュールと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並
列性能をもたらす、選択することと、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える［３］に記載の方法。
［５］　（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多重化（ＴＤＭ）手法との
うちの一方を選択するため前記状態レベル・アービタを利用することであって、前記選択
された手法が所定の時点により優れた並列性能をもたらす、利用することと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える［２］に記載の方法。
［６］　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信することと、
　ダイバーシティアンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信することと、
の各ステップをさらに備える［２］に記載の方法。
［７］　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記プログラマブルダイプレクサを前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結することと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御することと、
の各ステップをさらに備える［２］に記載の方法。
［８］　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無線
ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停する装置で
あって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設ける手段と
、
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　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設ける
手段と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定する手段と、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの間で調
停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内部で決
定する手段と、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール又は前記ＷＬＡＮモジュールが所定の時点により優
れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定する手段と、
を備える装置。
［９］　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール
と、（２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択する手段であって、前記選択さ
れたモジュールは所定の時点に前記より優れた並列性能をもたらす、手段と、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行する手段と、
をさらに備える［８］に記載の装置。
［１０］　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせ
が所定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内
部で決定する手段をさらに備える［８］に記載の装置。
［１１］　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュー
ルと、（２）前記ＷＬＡＮモジュールと、（３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び
前記ＷＬＡＮモジュールの組み合わせとのうちの１つを選択する手段であって、前記選択
されたモジュールと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた
並列性能をもたらす、手段と、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行する手段と、
をさらに備える［１０］に記載の装置。
［１２］　（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多重化（ＴＤＭ）手法と
のうちの一方を選択するため前記状態レベル・アービタを利用する手段であって、前記選
択された手法が所定の時点により優れた並列性能をもたらす、手段と、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行する手段と、
をさらに備える［９］に記載の装置。
［１３］　前記無線トランシーバユニットに連結されている主アンテナと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信する手段と、
　前記無線トランシーバユニットに連結されているダイバーシティアンテナと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信する手段と、
をさらに備える［９］に記載の装置。
［１４］　前記無線トランシーバユニットに連結されている主アンテナと、
　前記無線トランシーバの内部にあり、前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬ
ＡＮモジュールを備えるプログラマブルダイプレクサであって、前記プログラマブルダイ
プレクサは前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連結されている、プログラマ
ブルダイプレクサと、
　前記状態レベル・アービタで前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つの動作
を制御する手段と、
をさらに備える［９］に記載の装置。
［１５］　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無
線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停するコン
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ピュータ・プログラム・プロダクトであって、
　前記コンピュータ・プログラム・プロダクトは、コンピュータ読み取り可能な媒体を備
え、
　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　（ａ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールを制御し、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールを
制御する状態レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設けるコードと
、
　（ｂ）パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの
間で調停を行うパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設
けるコードと、
　（ｃ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメー
タと関連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定するコードと、
　（ｄ）パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの
間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内
部で決定するコードと、
　（ｅ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール又は前記ＷＬＡＮモジュールが所定の時点に
より優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部で決定するコ
ードと、
を備える、コンピュータ・プログラム・プロダクト。
［１６］　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択するコードであって、前記選択された
モジュールが所定の時点に前記より優れた並列性能をもたらす、コードと、
　前記選択されたモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡ
Ｎ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行するコードと、
をさらに備える、［１５］に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
［１７］　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　（ｄ）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの組み合わせが
所定の時点により優れた並列性能をもたらすかどうかを前記状態レベル・アービタの内部
で決定するコードをさらに備える、
［１５］に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
［１８］　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと、（
２）前記ＷＬＡＮモジュールと、（３）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬ
ＡＮモジュールの組み合わせとのうちの１つを選択するコードであって、前記選択された
モジュールと前記選択された組み合わせとのうちの一方が所定の時点により優れた並列性
能をもたらす、コードと、
　前記選択されたモジュール又は前記選択された組み合わせを使用して特定のＢｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無
線送信を実行するコードと、
をさらに備える、［１７］に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
［１９］　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　前記状態レベル・アービタに、（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多
重化（ＴＤＭ）手法とのうちの一方を選択させるコードであって、前記選択された手法が
所定の時点により優れた並列性能をもたらす、コードと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行するコードと、
をさらに備える、［１６］に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
［２０］　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　主アンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと、
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　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信するコードと、
　ダイバーシティアンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと
、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信するコードと、
をさらに備える、［１６］に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
［２１］　前記コンピュータ読み取り可能な媒体は、
　主アンテナを使って前記無線トランシーバユニットを動作させるコードと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部で動作させるコードと、
　前記プログラマブルダイプレクサが前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結されているとき、前記プログラマブルダイプレクサを動作させるコードと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御するコードと、
をさらに備える、［１６］に記載のコンピュータ・プログラム・プロダクト。
［２２］　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無
線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停する方法
であって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと
、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタを前記無線トランシーバユニットの内部に設ける
ことと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定することと、
　パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールとの間で調
停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・アービタの内部で決
定することと、
　所定の１つ又は複数の選択規準に基づいて前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール、前記Ｗ
ＬＡＮモジュール、又は前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモジュールと
の組み合わせにより構成される選択肢の中から選ぶことと、
の各ステップを備える方法。
［２３］　前記状態レベル・アービタを用いて、（１）前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュー
ルと、（２）前記ＷＬＡＮモジュールとのうちの一方を選択することと、
　前記選択された１つ又は複数のモジュールを使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及
び特定のＷＬＡＮ状態に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行す
ることと、
の各ステップをさらに備える［２２］に記載の方法。
［２４］　（１）デュアルアンテナ並列化手法と、（２）時分割多重化（ＴＤＭ）手法と
のうちの一方を選択するため前記状態レベル・アービタを利用することと、
　前記選択された手法を使用して特定のＢｌｕｅｔｏｏｔｈ状態及び特定のＷＬＡＮ状態
に対して前記無線トランシーバユニットを使って無線送信を実行することと、
の各ステップをさらに備える［２３］に記載の方法。
［２５］　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記主アンテナを介してＢｌｕｅｔｏｏｔｈ信号を送受信することと、
　ダイバーシティアンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記ダイバーシティアンテナを介してＷＬＡＮ信号を送受信することと、
の各ステップをさらに備える［２３］に記載の方法。
［２６］　主アンテナを前記無線トランシーバユニットの内部に設けることと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールを備えるプログラマブ
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ルダイプレクサを前記無線トランシーバの内部に設けることと、
　前記プログラマブルダイプレクサを前記主アンテナ及び前記状態レベル・アービタに連
結することと、
　前記状態レベル・アービタを使って前記プログラマブルダイプレクサの少なくとも１つ
の動作を制御することと、
の各ステップをさらに備える［２３］に記載の方法。
［２７］　無線トランシーバユニットの内部においてＢｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと無
線ローカル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールとの間で使用を調停する装置
であって、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されている状態レベル・アービタと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールに連結され、かつ、前記ＷＬＡＮモジュールに連結
されているパケット・レベル・アービタと、
　前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュール及び前記ＷＬＡＮモジュールの状態パラメータと関
連パラメータとを前記状態レベル・アービタの内部で決定するプロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、パケット毎に前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記ＷＬＡＮモ
ジュールとの間で調停を行う前記パケット・レベル・アービタの構成を前記状態レベル・
アービタの内部で決定することができ、
　前記プロセッサは、所定の１つ又は複数の選択規準に基づいて前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
モジュール、前記ＷＬＡＮモジュール、及び前記Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈモジュールと前記Ｗ
ＬＡＮモジュールとの組み合わせの間で通信のための１台以上のモジュールを選択するこ
とができる、
装置。
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